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Ulead Photo ExplorerはPCでのデジタル画像処理をより楽しくします。デジタル

カメラ、メモリカードリーダーやスキャナから、あっと言う前にイメージデータを

コンピュータに取り込み、画面で画像表示を見ながら、イメージファイルを整理す

る事が可能です。又、作成したイメージで挨拶状や賀状の印刷ができ、色々なサイ

ズとレイアウトで、あなたオリジナルのフォトプリントを作成できます。さらに

Photo Explorerからダイレクトにビデオデータをキャプチャし、即座にWebページ

を作成する事も出来ます。

本バージョンの新機能

Photo Explorerバージョン7 はファイルの閲覧、デジタルカメラからのイメージ

転送、イメージの編集、Ｅメールでのファイル転送、Webのプロジェクトの作成等に

ついて、関連機能を強化する事により、これらの操作をより直感的なものに進化さ

せました。さらに本バージョンからは新たにビデオキャプチャ機能を追加しまし

た。

Photo Explorerは、以下の新しい機能を備えております：

#1 ブラウズインタフェースの強化
フォルダをより迅速かつ便利にアクセスできる

Photo Explorerのブラウザーはファイルを探し

やすくすることを実現し、更に扱いやすいものに

しました：

ツ ー ル バ ー   – 大小２つのアイコンでツール

バーをカスタムすることが可能です。

フ ォ ル ダ ビ ュ ー   – タブをクリックする事によ

り、［フォルダ］、［お気に入り］、［最近開い

たフォルダ］の間の切り替えを行えます。

ブ ラ ウ ズ ペ イ ン 　  –  サムネイルでファイル詳
細を表示します。サムネイルをJPEG (Exif)イ

メージに付加する事により、ブラウズ速度を向上

させることができます。

プ レ イ ビ ュ ー ペ イ ン   –  マルチメディアファ
イルからスライドショー内容を表示することが可

能です。又、フォルダアイコンも表示可能です。

Ulead Photo Explorerへようこそ
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れ以上の数のフルサイズイメージを同じウイ

ンドウに表示して、比較する事が可能です。

イメージファイル形式はUlead Instant

Viewerに合わせます。

ス ラ イ ド シ ョ ー の 強 化

イ メ ー ジ 、 ビ デ オ と 音 声 フ ァ イ ル  –

イメージ、ビデオとオーディオファイルでス

ライドショーを構成する事が可能になりまし

た。複数のイメージ表示の継続時間を一括、

あるいは個別に設定することが可能です。ス

ライドショーをスクリーンセーバーとして利

用できます。

ビ デ オ 機 能 を 追 加

印 刷 レ イ ア ウ ト の 追 加

カ ー ド  –  指定したイメージファイルで1/2

フォルダや1/4フォルダサイズの挨拶状や年

賀状を印刷する事が可能です。

フ ォ ト サ イ ズ と 特 殊 レ イ ア ウ ト を 追 加

–  イメージを大きい8インチサイズや小さい

２インチサイズに印刷する事が可能になりま

した。又、異なったイメージサイズを同じ

ページに印刷する事も可能になりました。

ス タ ン ド ア ロ ン ビ ュ ー ア 搭 載

U l e a d  I n s t a n t  V i e w e r  –  二つ又はそ
#3

#4

#5
キ ャ プ チ ャ 、 ト リ ム と 変 換  – ビデオクリップや静止イメージをキャプチャした

り、ビデオファイルをトリムしたり、ビデオファイルの形式を変換する事が出来ま

す。

フ ァ イ ル 管 理 、 イ メ ー ジ と W e b用 の 機 能 追 加

フ ァ イ ル 管 理 機 能 強 化  – 説明用のテキストをイメージに付加したり、ファイル
名や説明内容や作成日付でイメージを検索したり出来ます。又、ドラッグ＆ドロッ

プでイメージを再アレンジしたり、序列番号を並べ替える事も出来ます。

デ ジ タ ル カ メ ラ に 関 す る 機 能 の 強 化  – ご使用のコンピュータに接続したフ

ラッシュメモリカードの読み取り用機器も、自動的に識別する事が可能になりまし

た。

イ メ ー ジ 調 整 機 能 強 化  – 複数のイメージを調整する事が可能です。
イ ン タ ー ネ ッ ト ツ ー ル の 強 化  –  インターネットWebを通じてのフォトプリント
注文機能を提供します。WebサムネイルとWebスライドショーを作成する際に、更に

多くのレイアウト設定が可能になりました。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

#6

#2
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Photo Explorerに関する詳しい情報の入手は、
F1キーを押して、オンラインヘルプを利用することができます。

Tip

必要なシステム

Photo Explorerをインストールする前に、ご使用のコンピュータが以下条件に適合している事

を確認して下さい：

m Intelｮ Pentiumｮ プロセッサー (或いは100％互換のプロセッサー)

m Microsoft Windowsｮ 95/98/Me, NT 4.0, 2000 又はそれ以降

m 32 MB 以上のRAM

m 30MB以上のハードディスク空き容量

m トゥルーカラーまたはハイカラーの表示が可能なディスプレイアダプタとモニタ

m 800 x 600 以上の解像度

m Windows対応のポインティングデバイス

m Microsoft Internet Explorer 4.0 又はそれ以降

m インターネット接続環境(推奨)

m オーディオカードとスピーカー(推奨)

m DirectX 6.0 またはそれ以降 (ビデオ機能のみ必要)

プログラムのインストールと立ち上げ
Photo Explorer のインストールは簡単です。プログラムCDをCD-ROMドライブにセット

して、画面に表示された指示を従って、インストールを完成してください。

自動起動しない場合は、［setup.exe］直接実行してインストールしてください。

プログラムを立ち上げる場合、ウインドウズの［スタート］-［プログラム］-［Ulead

Photo Explorer7］-［Ulead Photo Explorer7］を　　　　クリックします。

i M i r aのフリーフォト共有アカウント

Photo Explorer が初めて立ち上がった場合、 ［U l e a d  i M i r a へ の サ イ ン ア ッ プ  ］

のダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスでw w w . i M i r a . n e .j p へのフ

リーフォト共有アカウントをサインアップすることが出来ます。www.iMira.ne.jp はUlead

社が提供するフォト共有Webサイトです。お気に入りのイメージをこのWebへアップロード

する事により、家族や親友、同僚がこれらのイメージを共用することが可能となり、フォ

ト印刷の注文をも依頼も出来ます。詳細について、“iMira.の共有イメージ”と“オンラ

インフォト印刷注文”（ページ34から35）をご参照下さい。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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Windows Explorerと同様に、Photo Explorerの［ブラウザー］では、コンピュータのドラ

イブとフォルダの階層は左側に、選択したフォルダのファイルは右側に表示されます。こ

の場合、Photo Explorerのブラウザーはサムネイルでマルチメディアファイルを表示する

為、簡単に識別することが出来ます。ファイルをクリックするのみで、即座に該当ファイ

ルの内容がわかります。イメージをプレビューするだけでは無く、ファイルを開かなくて

も、実際にオーディオ、ビデオやGIFアニメを再生する事も出来ます。その他に、基本的な

イメージ編集機能も備えています。又、イメージ、ビデオやオーディオを組み合わせて、

スライドショーを作成できます。

フォルダ
ツリー

プレビュ
ペイン

スライドショー
ストーリーボード

アドレス

バー

ブラウズ
ペィン

カスタム可能な

ツールバー

Photo Explorer はビデオを取り込む、表示する、管理する、調整する又は共有する等の

機能を、一つのインターフェスに集約しました。又、［ブラウザー］機能を提供すること

により、コンピュータのファイルとフォルダをブラウズ、プレビュー、管理することが出

来ます。又、［ビューア］機能を通じて、イメージをフルサイズで表示できます。

ブラウザー

Photo Explorerのブラウザーでは、いくつかのフォルダ表示方式を選択する事が出来ま

す。［フォルダツリー］では、［お気に入りリスト］に切り替える事により、頻繁に開

くフォルダを集める事ができます。又、本ブラウザーは［最近開いたフォルダ］を追跡

しており、これらのフォルダへ迅速にアクセスすることが出来ます。

Photo Explorer概要
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注 意 : この二つのタイプのビューアイメー
ジに関する詳しい情報はページ“イメージ
の表示”を御参照下さい。

Photo Explorerの内蔵ビューア

ビューア

Photo Explorerのブラウザーには、 内 蔵 式 ビ ュ ー ア （ 画 面 切 り 換 え 式 ）を組み込ん

でいます。この内蔵式ビューアで：

m イメージをフルサイズまたは全画面で表

示する事が可能です。

m キーボード、ツールバーボタン、メ

ニュー指令でイメージを閲覧したり、あ

るいはビューアが自動的にイメージを

次々に表示することが可能です。

m イメージファイルのコピー、ファイル名

の変更、又はイメージファイルの削除が

出来ます。

m コピーしたイメージをお気に入りのイ

メージエディタに貼り付ける事が出来ま

す。

m イメージの回転、フリップ、編集をした

後に変更済みのイメージを保存します。

m 作成したイメージを壁紙やスクリーン

セーバーに利用できます。

U l e a d  I n s t a n t  V i e w e r はスタンドアロンイ

メージビューアで、Photo Explorerに付

属しているものです。これは簡潔かつ独

立したアプリケーションであり、イメー

ジを表示することが唯一の機能です。二

つ、又はそれ以上のフルサイズイメージ

を比較する場合、Ulead Instant Viewer を

利用します。この場合、各イメージは異

なったウインドウに開きます。又、JPG,

GIF とBMP ファイルとの関連付けをす

ることで、自動的にUlead Instant Viewer

でこれらのファイルを開く事が可能で

す。
Ulead Instant Viewer
ウインドウ

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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どのようなアプリケーションを利用する際にも、作業を楽に進められる様に環境

を設定することは大事なことです。色々なオプションを通じて、Photo Explorer

の外観や操作性を、気に入るまで調整することが可能です。Photo Explorerをデ

フォルトのイメージビューアに設定する事も可能ですし、起動するイメージ編集

用のプログラムも指定することが出来ます。

作業環境の設定

フ ァ イ ル 属 性

ファイルメニューの［ 環 境 設 定 ］ で、Photo

Explorerに関する設定が出来ます。この［環境設定］

のダイアログボックスには、Photo Explorerの動作、

全般の表示、サムネイルやイメージの表示方式に関

するあらゆるカテゴリがあります。ご使用のデジタ

ルカメラの設定も出来、これによりカメラからの情

報の精度を向上させる事が出来ます。［環境設定］

のダイアログボックスの［カテゴリ］をクリックし

て、該当の設定を調整して下さい。

Tip 主に基本的なイメージ編集を行っている方にとって、Photo Explorer は最適のイメージエディターです。 Pho t o  E x p l o r e rをデフォルトイメージビューアやエディタにする場合、環境設定の
ダイアログボックスの関連カテゴリを選択し、自動的にPhot o  E x p l o r e rで開くファイル形式を

指定します。

表 示 メ ニ ュ ー

［表示］のメニュー指令で、Photo Explorer のレイ

アウトとサムネイルの表示方式を設定出来ます。

又は、このメニューでビューアにアクセスする事

が可能です。関連の設定で、ファイルの表示方式

を調整・アレンジして効率よく必要なファイルを

開くか、ビューアにアクセスしてイメージを開く

事が可能です。

Photo Explorerのカスタム
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T i p s q 一般の指令は、右クリックのポップアップメニューでアクセス出来ます。 ツールバーにボタ
ンを追加する場合、右クリックメニューにない指令を対象にする事をお勧めします。

q ツールバーのボタンに説明ラベルを付加する場合、［表示］：［ツールバー］を選択し、
［テキスト］ラベルオプションを選択します。

［ツールバーのカスタム］のダイアログボックス

注 意 ：

G ツールバーのボタンを並べ替える場合、現在の
ツールバーリストから目当てのボタンを選択し、
［上へ移動］または［下へ移動］ボタンを押しま

す。

A ボタンを削除する場合、、現在のツールバーリス
トから目当てのボタンを選択し、［削除］ボタン

を押します。

B選択したツールバーを元の状態に戻す場合、［リ
セット］ボタンを押します。

カスタムツールバー

より簡単にPhoto Explorer の機能へアクセスする為に、これらをボタンの形式でブラウ

ザやビューアのツールバーに追加することができます。

Photo Explorerの組み込みビューアのツールバーはカスタム可能です。ただし、Ulead

Instant Viewerは、 ツールバーのボタンが固定されていて、位置を変更することは出来

ません。

ツ ー ル バ ー ボ タ ン の 追 加 :

1.  ［ファイル］：［ツールバーのカ

スタマイズ］

2. ［ツールバーを選択］のドロップ

ダウンリストからツールバーを選

択します。

3. ［現在のツールバーボタン］リス

トからボタンをクリックして選択

します。この場合、新しいボタン

がその選択したボタンの前に配置

されるようになります。

4. ［使用可能なツールバーボタン］

リストから、追加する新しいボタ

ンを選択します。

5. ［追加］をクリックし、選択した

ツールバーに新しいボタンを追加

します。

6. ［アイコンオプション］リストで

ボタンサイズを選択します。ご使用のコンピュータの画面を低解像度モードに設定し

ている場合、［小さいアイコン］を選択してください。例として、800x600またはそ

れ以下の場合や、ツールバーボタンが完全にPhoto Explorer ウインドウに表示されな

い場合に行って下さい。
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PhotoExplorerはサムネイル表示によるアクセスの利便性とWindows Explorer に似た操

作感覚で、マルチメディアデータの取り扱いに最適です。

サンプルサムネイル

イメ
ージ
ファ
イル

ビデ
オフ
ァイ
ル

オー
ディ
オフ
ァイ
ル

サムネイルと一緒に表示する情報を選択する場合、［ファイル］：［環境設定］- ［全般］オプショ
ンを選択します。この場合、開いた［環境設定］のダイアログボックス中で、表示オプションは
［ペイン表示オプションの参照］の下にあります。T i p

ビューモードに設定します。この場合、［表

示］：［サムネイル/リストモード］ を選択する

と、サムネイルモードとリストビューモードの

間で切り替わります。

［フォルダツリー］からフォルダ選択します

と、マルチメディアファイルは、Photo

Explorer ウインドウの右側にあるブラウズペイ

ンに、サムネイルとして表示されます。サムネ

イルはオリジナルイメージファイルの小型化し

たコピー、あるいはある種のファイルを表示す

るアイコンです。ビデオやGIFアニメーション

ファイルの場合、先頭フレームがサムネイルと

して表示されます。

ファイルの詳細情報を表示する場合、リスト

ファイルをサムネイルやリストビュー
で表示する

ファイルのブラウズと管理

サムネイル表示のスピードアップ

フォルダに大量のマルチメディアが存在している場合、これらのファイルのサムネイル

を作成してから画面に表示すると、余分に時間が掛かります。この場合、Photo

Explorer はこれらのサムネイルをキャッシュフォルダに保存します。これにより、次に

これらのフォルダにアクセスすると、Photo Explorerは保存していたサムネイルキャッ

シュデータを読み込んで表示するので、表示時間の短縮につながります。

［ファイル］：［環境設定］の［キャッシュ］にて設定が可能です。
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プレビューペイン

注意：

G アニメーションGIFファイルの再生は、オ
リジナルサイズのみに限って可能です。

A 表示したファイルのタイプにより、プレ
ビューペインのボタンは異なります。

キャッシュフォルダのサイズは、

［キャッシュ］カテゴリの環境設定ダイ
アログボックスで設定します。サムネイ
ル保存用のディスクスペースを増やす場
合、［キャッシュサイズ］の設定値を上
げます。サムネイルファイルを削除して

ディスクスペースを増やす場合、
［キャッシュをクリア］をクリックしま

す。

近年発売された数多くのデジタルカメラ

は、写真を撮ると、自動的にサムネイル

データをファイルに内蔵する機能を備え

ています。これらのJPEG（Exif/DCF）イ

メージファイルからサムネイルを読み込

む様にPhoto Explorerを設定すると、サムネ

イルを作成する手間を省く事が可能で

す。この場合、［カメラと情報］カテゴ

リの環境設定ダイアログボックスで、

［JPEG(Exif)ファイルからのサムネイルを

使用］オプションを選択します。この様に

設定すると、サムネイルの表示スピード

が向上します。但し、カメラが作成した

サムネイルのサイズ（最大160ｘ120ピク

セル）に固定され、変更する事は出来ま

せん。又、表示品質はあまり良くありま

せん。

プレビューファイル

Photo Explorerでファイルを選択すると、該

当ファイルのプレビューイメージは即座に

［プレビューペイン］に表示されます。表

示サイズを調整する場合、プレビューペイ

ンの境界をドラッグします。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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注意: 他のファイル形式については、該当ファイルを選択して、プレビューペインの

［開く］ボタンを押します。又、プレビューペインでフォルダを開く事は可能です。

ス・再生が出来ます。

m オ ー デ ィ オ と ビ デ オ フ ァ イ ル  -  オーディオとビデオファイルを再生し、簡

単に画像の早送り・巻き戻しが出来ます。

m U E Sフ ァ イ ル  -  このファイルはPhoto Explorerで作成したスライドショープロ

ジェクトファイルです。この場合、ファイルを再生したり、スライドショー

ストーリーボードで開いて編集する事が出来ます。

ファイルのブラウズ

コンピュータに大量なファイルや複雑なフォルダ構造が存在している場合、必要

とするファイルを探し出すには，相当手間が掛かります。特に各フォルダをク

リックしながら内容を確認する場合、相当な時間を費やします。

Photo Explorerのブラウズ機能を利用すると、より効率よく必要なファイルを見

つけ出せます。

Photo Explorerでファイルやフォルダをブラウズする場

合のヒントは下記の通りです：

m 直 接 フ ァ イ ル 又 は フ ォ ル ダ へ ジ ャ ン プ :

ファイル名又はフォルダ名の一番目の文字（あるいは

数字）キーを押します。もしも選択されたファイル又

はフォルダが目的のものでない場合、同じキーを押し

て次のファイルまたはフォルダへ移ります。

m 前 後 の フ ォ ル ダ へ の 移 動 :

［前へ］［次へ］ボタンをブラウズツールバーに追加

します。Webブラウザのボタンと同様に、Photo

Explorerでこれらのボタンを利用して、過去利用した

フォルダをブラウズできます。これらのボタンを追加

する場合、［ファイル］：［ツールバーをカスタム］

を選択します。

プレビュー可能なファイルは：

m イ メ ー ジ フ ァ イ ル  -  プレビューを拡大する場合、ズームインします。イメー

ジ全体を見る場合、ズームアウトします。

m E x i f 形 式 の J P E Gフ ァ イ ル  -  数多くの新型のデジタルカメラは付属情報（撮

影日付やカメラ設定）を保存する事が出来、一部のカメラではオーディオ情

報も保存できる場合があります。これらのJPEGファイルをプレビューペイン

で開くと、ファイルに組み込まれているExif情報やオーディオ情報にアクセ

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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注意: ［表示］：［並べ替え］-［日付で］を選択しますと、コンピュータに保存された日付でファイルを

アレンジします。デジタルカメラからのイメージを撮影日付でアレンジする場合、［ツール］：［撮影日

により配列］を選択します。

m 頻 繁 に 開 く フ ォ ル ダ を ま と め る :

更に速く頻繁に開くフォルダへアクセスする為、これらの

フォルダをお気に入りリストに追加します。追加する場合、

［お気に入り］：［お気に入りに追加］を選択します。

（フォルダをリストへドラッグしても登録できます。）

m フ ァ イ ル の 表 示 順 序 を ア レ ン ジ し 、 お 気
に 入 り の ブ ラ ウ ズ 方 式 に 合 わ せ ま す :

ファイルを並べ替える場合、［表示］：［並べ替え］を選択

します。あるいはデジタルカメラからのファイルを撮影日付

で並べ替える場合、［ツール］：［撮影日付により配列］を

選択します。

マルチメディアファイルの管理

Windows Explorerと同様に、Photo Explorer でファイルを管理できます。ファイルのコピー、貼

り付け、削除、名前の変更、ファイルの検索等の処理をドラッグ＆ドロップ、ポイント＆ク

リック、［編集］メニューより選択する事で実行できます。その他に、Photo Explorerはイメー

ジやマルチメディアファイルを扱ういくつかの機能を備えています：

m ［ブラウズペイン］にあるイメージファイルをダブルクリックすること（あるいは［表
示］：［ビューアを開く］のいずれかをクリックする）により、イメージをフルサイズ

でビ ュ ー ア に開けます。

m イメージファイルの内容をコピーする場合、［編集］：［イメージ内容をコピー］を選
択します。これで、イメージをイメージエディタへ貼り付けることが可能になります。

m イメージに説明用の文字列を入力する場合、［編集］：［イメージを説明］を選択しま
す。

m ファイル名、説明内容や日付（ファイルの作成日付か、イメージの撮影日付のいずれ
か）で目当てのファイルを検索する場合、［編集］：［検索］ を選択します。

m イメージを調整する場合［フォト］メニューにある［イメージを調整］を利用します。

m イメージファイルを指定のイメージエディタで本格的な編集を行う場合、［フォト］メ
ニューの［XXXで編集］ のいずれかを選択します。

m Photo Explorer Browser のどの部分で右クリックしても、ポップアップメニューが現
れ、多用されるコマンドにアクセス出来ます。 右クリックした位置により、選択可能

なコマンドは異なります。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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注意: Windows 98 や Windows 2000環境でPhoto Explorer を使用した場合、
［お気に入り］メニューにあるお気に入りのフォルダを右クリックし、現れたポッ
プアップメニューで、選択したお気に入りのフォルダを削除する事が可能です。

注意:
G  右クリックで選択したファイルを他のフォルダにドラッグする事も出来ます。この場合、
ポップアップメニューでこれらのファイルをコピーするか移動するかを選択できます。

A前回削除したファイルを戻す場合、［編集］：［元に戻す　削除］を選択します。又、前回選択したファイル
を再度削除する場合、［編集］：［繰り返し　削除］ を選択します (他のファイル処理は元に戻したり、繰

り返したり出来ません.)

T i p

より早くお気に入りのフォルダ
を追加する場合、ドラッグ＆ド
ロップで行います。この場合、
［フォルダツリー］の画面で、

フォルダを選択し、［お気に入
り］タブにドラッグします。次
に、フォルダを［お気に入り］
リストにドロップすれば完了で
す。

扱うファイルが幾つかのフォルダに分散している場合、そのファイルの位置を忘れ

てしまうことがあります。この様な時、頻繁にアクセスするフォルダについて、

［お気に入りリスト］ に追加する事で、フォルダへのアクセスをより容易にする

事が可能です。

お 気 に 入 り リ ス ト へ フ ォ ル ダ を 追 加 す る 場 合 ：

1. ［フォルダツリー］から目当てのフォルダを選

択します。

2. ［お気に入り］：［お気に入りに追加］ を選択

します（またはフォルダを右クリックして、

［お気に入りに追加］を選択します）

3. 選択したフォルダの内容に合ったフォルダ名を

入力します。

お 気 に 入 り の フ ォ ル ダ に ア ク セ ス す る 場 合 ：

m フォルダツリーの［お気に入り］タブをクリッ
クします。

m ［お気に入り］：［お気に入りを表示］を選択
します（あるいはフォルダツリー範囲で右ク
リックし、［お気に入りを表示］を選択しま
す）

m または、直接［お気に入り］メニューからフォ
ルダを選択します。

お気に入りのフォルダのリストを作成

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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イメージのソースは色々あります。Photo Explorerでは、デジタルカメラで撮った

写真をPCに転送する事が可能です。スキャナーをお持ちの場合、写真や文書をイ

メージデータに変換して、直接Photo Explorerに転送する事も可能です。お気に入

りのイメージが集まったら、手軽にファイル名を変更したり、見やすい順序で並

び替えできます。

注 意 :  Photo Explorer はJEIDA規格の　DCF（カメラファ

イルシステム）に対応したフラッシュメモリカード形式をサ
ポートしています。

［デジタルカメラウィザー
ド］のダイアログボックス

デ ジ タ ル カ メ ラ ウ ィ ザ ー ド で イ メ ー ジ

を 読 み 込 む 場 合 ：

1. ［ファイル］：［デジタルカメラウィザー

ド］を選択します。

2. ［設定］をクリックして、入力デバイスを選

択します。

3. ［デジタルカメラ名］から該当する設備タイ

プを選択します。（ほとんどの場合、［全

般］オプションを選択すれば良いでしょう）

4. ［イメージソース］セクションで, 次の［マ

イコンピュータのカメラフォルダから読み取

る］を選択し、デジタルカメラからイメージ

を読み込むように設定します。［参照］ボタ

ンをクリックして、該当のカメラの位置を確

認します。

他の場合では、一番目のオプションで、

［メモリカードリーダーかディスクから読

み取る］オプションを選択します。次に

［自動検索］ボタンを押し、自動的に該当

のカードドライブを識別します。 ［デジタルカメラウィザード　
の設定］のダイアログボックス

デジタルカメラウィザード

デジタルカメラウィザードを利用すると、より速く簡単にデジタルカメラからイ

メージを読み込めます。デジタルカメラやメモリカードリーダーに挿入したメモ

リーカードからデータを読み込む場合、このウィザードを利用してください。

カメラやスキャナとの連携

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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1. イメージを保存する新規フォルダを作成します。

2. ［ファイル］：［TWAIN装置から入力］：［装置の選択］を選択し、ご使用の

スキャナあるいはデジタルカメラを選択します。

5. ［イメージ保存先］で、イメージを保存する

マスタフォルダを指定し、［OK］ボタンをク

リックして、デジタルカメラウィザードのダ

イアログボックスに戻ります。

6. イメージをコンピュータに転送する度に、

　 特定のサブフォルダに保存する事が可能で

   す。この場合、［イメージの転送先］で、

   利用するサブフォルダを選択します。 例と

   して、上記サブフォルダ名を通じてイメー

   ジの転送日付を示す場合、［日付と時間に基

   づいて新規サブフォルダを作成］オプション

   を選択します。

デジタルカメラの特定フォルダにある

イメージを削除する場合、あるいはメ

モリカードドライブにある全ての情報

を削除する場合、［ファイル］：［メ

モリカードをクリア］を選択します。

この場合、［環境設定］ボタンをク

リックして、［デジタルカメラウィ

ザードセットアップ］ダイアログボッ

クスを開き、どのソースデバイスのイ

メージを削除するかを選択します。

Tips

Photo Explorer はイメージをコンピュー
タに転送を済ませると、U l e a dのi M i r a
Webサイトにアップロードする事が可能で
す。iMiraサイトにイメージを転送する場
合、［TWAIN入力ファイル設定］のダイア

ログボックスの［Webに送る］で、関連オ
プションを選択します。

Tip

4. ［保存するファイル形式］を選択します（圧

縮ファイルを扱う場合、JPEGを選択します）

5. ［ファイルの名付け方］ボックスで、

　 ファイル名を入力します。この場合、各イ

   メージファイル名は、上記ファイル名の後

   ろに順番を付け加えたものとなります

  （例: Img0001, Img0002, 等）。

6. ［ファイル］：［TWAIN読み込み］：［入力

実行］をクリックして，イメージを読み込み

ます。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

T W A I Nデバイスからのイメージ入力
ほとんどのスキャナとデジタルカメラはイメージをご使用のPCに転送する為の

TWAIN ソフトウェアが付属しています。イメージの転送を行う前に、関連のTWAIN

ソフトウェアがインストール済みであることを確認して下さい。

7. ［スタート］ボタンをクリックして、イメージの転送を始めます。

T W A I N  ソ フ ト で イ メ ー ジ を 読 み 込 む 場 合 :

3.  ［ファイル］：［TWAIN装置の設定］：

［ファイル設定］を選択します。
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注 意 :

G ［バッチ処理］のダイアロ
グボックスでは、一度に
一つの判断基準しか扱え

ません。判断基準の設定
を完了しますと、［OK ］

をクリックします。

A ［名前の自動変更］のダ
イアログボックスのリス
トには、全ての前もって

定義した名前変更基準が
含まれています。名前変
更プロセスは一番上の基
準から実行します。

Photo Explorerでは、スキャナからイメージを読み取る場合のみに限って、［ファ

イル］：［TWAIN］を選択することをおすすめします。デジタルカメラの場合

は、［ファイル］：［デジタルカメラウィザード］の方を選択してください。ほ

とんどの場合、TWAIN転送を行っている時、カメラからのJPEG イメージは一旦

展開され、ある程度品質を失った状態で保存されます。この場合、Exif カメラ情

報も失う事があります。デジタルカメラウィザードを利用する事により、

TWAIN転送の際に起きる問題を避ける事が出来ます。

ファイル名の変更と順序の並べ替え

デジタルカメラやスキャナからイメージを読み込んだ後、これらのファイル名を

変更したり、順序を並べ替える事が出来ます。この場合、［ツール］：［名前の

自 動 的 に フ ァ イ ル 名 を 変 更 す る 場 合 ：

1. 名前を変更するファイルを選択し、［ツール］：［名

前の自動変更］を選択します。

2. 既定の設定では、ファイル名を変更し、1からの順番

に番号を付加する事になっています。［スマート］ボ

タンをクリックし、上記の既定値を利用します。

3. ［新規］をクリックして、他のファイルの名前変更方

式を定義します。

4. 一括処理のダイアログボックスで、いずれかのタブをク

リックする事より、名前の変更方式を選択します。タブ

をクリックして関連の設定を調整したあと、［OK］ボタ

ンをクリックします。

5. ファイル名を変更する際の新たな条件を設定する場合、

ステップ2と3を繰り返してください。

6. ［名前の自動変更］のダイアログボックスで、［OK］ボ

タンをクリックし、名前の変更を始めます。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

自動変更］ を選択しますと、自動的にファイル名を変更します。
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注 意 ： この作業以降に、更に組織化する為に序列方法をファイルに適用する場合、
［ツール］：［名前の自動変更］を選択します。

ファイルの順序をドラッグとドロップで並べ
替える

ある一部のファイルの順序を並べ替える場合、マニュアルでファイル名を変更し

たり、ファイルの順序を並べ替えることが出来ます。この場合、同じフォルダの

中で、ファイルを希望の位置までドラッグするだけです。ファイルを他の位置に

ドラッグすると、Photo Explorerは自動的にファイル名を新しい位置に合った名前

に変更します。

ドラッグとドロップでファイルの順序を変更する場合、まずこれらのファイルを

名前で並べ替える必要があります。上記の通りになってない場合、システムは

ユーザーにファイルを並べ替えるよう、メッセージボックスで要求します。下表

では、ドラッグとドロップでファイルが同じフォルダで、どのように並べ替える

かの例を示したものです。“サンプル結果”の欄では、二番目のファイルは新た

に配置したものです。

例えば .... サンプル結果

前のファイル名と次のファイル名が同じ序列番号が
   付いている場合 File10, File15, File20
あるいは,                                             File10, File10a, File11

前のファイル名の序列番号は次のより小さい場合 File2, File21, File22

前のファイル名の序列番号は次のより大きい場合 File35, File36, File4

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

［ バッチ処理］の ダイアログボックスのタブをクリックして、ファイル名の変更に用いられる判断基準

を定義します。

q名 前 を 変 更 -イメージに新しい名前を付与します。序列番号を付加することにより、ファイル名
に順番を付けます。

q番 号 の 振 り 替 え -ファイル名の番号割り当て方式を変更します。
q大 文 字 と 小 文 字 の 変 更 -ファイル名を大文字か小文字かに変換します。
q置 き 換 え -ファイル名の一部を変更します。

q追 加 -新たな文字列をファイル名に組み込む事により、ファイル名を長くします。
qク ロ ッ プ -ファイル名の一部の文字列を削除する事により、ファイル名を短くします。
qリ パ ッ ド -ファイル名の序列番号の長さが、他のファイル名のものと一致しない場合、新たに一
つ、又は複数の“0”を挿し込みます。(例：複数のファイル名がFile001、File002 、及びFile3の場

合、最終のファイル名はFile003に変更します。)
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Ulead Instant Viewerを 利 用 す る 場 合

Ulead Instant Viewer  はPhoto Explorerの内蔵式ビューアに似ていますが、イメージ

の表示専用のもので、編集する機能は一切ありません。複数のフルサイズのイ

メージを表示して比較したい場合、Instant Viewer を利用してください。各イ

メージは独立したビューアにて開くことが出来ます。

P h o t o E x p l o r e rの 内 蔵ビューアを利用する場合

フルサイズのイメージを一つずつ表示して、いつでも編集出来るようにする場

合、Photo Explorerに内蔵しているビューアを利用します。イメージファイルをダ

ブルクリックすることにより、内蔵のビューアで開けます。または、［表示］：

［ビューアを開く］を選択するか、ブラウザツールバーにある［ビューアを開

く］ボタンをクリックし、Photo Explorerに内蔵しているビューアでイメージを開

く事が出来ます。

この内蔵式のビューアは一種のファイルリストで、イメージのステップ順序を管

理します。ただし、選択したファイルにより、ビューアが維持するファイルリス

トも異なります。

m 一つのイメージファイルを選択した場合、ビューアが維持するファイルリス

トは現在のフォルダの内容に従います。この場合、上記フォルダの中にある

イメージを、特定の順序に従って、次々と切り替えて表示する事が可能で

す。

注 意 ： 他のフォルダに変更する場合、ブラウザへ戻って、お気に入りのフォルダを選択します。この
場合、［E s c］キーを押すか、ビューアツールバーの［戻る］ボタン を押すかにより、ブラウザ

へ戻ることが出来ます。

m 複数のファイルを選択して開いた場合、ビューアのファイルリストは選択し

たファイルを追加します。この場合、これらのファイルのみに限って、切り

替えながら表示する事が出来ます。

m ［ファイル］：［ビューアに追加］を選択した場合、この内蔵式のビューア

であるイメージファイルを開く事が出来ます。この指令で、異なったフォル

ダから複数のファイルを選択し、ビューアの現在のファイルリストに追加す

る事が可能になります。

より大きくハッキリとイメージを表示する場合、Photo Explorerの内蔵ビューア
（切り換え表示）かUlead Instant Viewer（別ウインドウ）でイメージを開きます。

イメージの表示
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　 デ ジ タ ル フ ォ ト 情 報 の 表 示

　デジタルカメラから転送してきたJPEG（Exif）イメージには、撮影時のカメラ

設定情報が含まれています。カメラ設定の一覧を表示する場合、［ファイ

ル］：［フォトプロパテイ］ を選択します。より正確な情報を表示する場合、

［ファイル］：［ファイルプロパテイ］－［カメラ情報（Exif ）］を選択しま

す。撮影のプロ・初心者に関わらず、これらの情報を閲覧する事により、ご使

用のカメラに対する理解を深め、更に良い写真が撮れるようになるでしょう。

G デフォルトの設定では、ブラウザの中でイメージファイルをダブルクリックすると、自動的に
Photo Explorerの内蔵ビューアで開きます。 イメージファイルをダブルクリックした際、Ulead
Instant Viewer で別々のウインドウに開きたい場合、［ファイル］：［環境設定］：［ビューア］

を選択して、［常に新規ビューアでイメージを開く］オプションを選択します。

AUlead Instant Viewerはファイル名の順序でコマを進めます。（ホイールスクロール対応）
B Photo Explorerをインストールしますと、イメージファイル形式と関連付けすることができます。こ
　  の場合、Ulead Instant Viewer はデフォルトのイメージビューアとなります。

Ulead Instant Viewer 利用してイメージを表示する場合：

m まずブラウザからイメージファイルを選択した後、［表示］：［新しい

ビューアで開く］を選択し、独立した別ウインドウでイメージを開きます。

m Instant Viewerでイメージが開くと、現在のフォルダの内容がファイルリストに

登録され、上記フォルダにあるイメージファイルを閲覧できるようになりま

す。他のフォルダに変更する場合、［ファイル］：［開く］を選択し、該当

フォルダ中にあるいずれかのファイルを選択します。

m 異なったフォルダから複数のファイルを選択して、次々に閲覧する場合、

［ファイル］：［ビューアに追加］を選択します。

次 の イ メ ー ジ フ ァ イ ル を 見 る

イメージを次々に閲覧する場合、キーボードのショットカットキー、ツールバー

ボタン、あるいは［表示］メニューの指令で、次のイメージを表示させます。

Photo Explorerの内蔵ビューア及びUlead Instant Viewer は共に同じ表示コントロー

ル方式を採用しています。キーボードの［PageUp］［PageDown］やホイールス

クロールの回転で前進・後進に対応します。詳しい情報について、ビューア画面

で［F1］キー押し、オンラインヘルプにアクセスしてください。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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フォトプロパティの
ダイアログボックス

q お手持ちのカメラに対応する
正しい変換値を探す場合、

［インターネットでズームレ

ンズの設定を検索］ボタンを

クリックするとのWebサイトか

らデータをダウンロードしま

す。（例：SONY社のカメラモ

デルは自動的に識別されませ

ん）ご使用のカメラがリスト

に入ってない場合、カメラ

メーカーのWebサイトにアクセ

スして、お問い合せくださ

い。

q 実際のズームレンズ値で表示
する場合、変換要素の設定値

を1.0にします。

T i p s

デジタルカメラの焦点距離（カメラレ

ンズのズームの表示値）の設定は、従

来のフィルムを使用するカメラ

（35mmフィルム）と違う事に注意し

て下さい。これはフィルム使用のカメ

ラに比べ、デジタルカメラの受像素子

（C C D）が非常に小さく、又デジタル

カメラのレンズとその焦点距離も非常

に小さい為でもあります。

デジタルカメラの焦点距離を理解しや

すくする為、カメラメーカーは

“35mmフィルム換算”でカメラレン

ズの仕様を併記しています。全てのデ

ジタルカメラに対して、ある特定の係

数でこの仕様に変換にする事が可能で

す。（例として、Canon S10 デジタル

カメラの変換値は5.55です）

ほとんどのデジタルカメラモデルに対

して、Photo Explorer は既に正しい変換

値を記憶している為、自動的に正確な

35mmフィルム換算のレンズ焦点距離を

算出する事が出来ます。認識できない

カメラについて、Photo Explorer は自動

的にズーム値の後ろに星印を付加しま

す。（例として、 Zoom (Focal length):

41mm (equiv.) * 。 ）  この場合、ユー

ザーは環境設定ダイアログボックスの

［カメラと情報］で、正しい［変換

値］を入力します。又、自動検知機能

を無効にする必要があるので、必ず

［変換値の自動検知］オプションを取

り消してください。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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イメージの編集ツール

Photo Explorer はイメージ修正用の基本的なツールを備えています。ブラウザや

内蔵のビューアの［フォト］メニューで（対応のツールバーボタンをクリック

し）、これらの編集ツールにアクセスする事が出来ます。

T i p s
q 更に細かいイメージ編集を行
う場合、［ファイル］：［環

境設定］-［イメージエディ

タ］を選択して、最高3つ迄

のイメージエディタアプリ

ケーションを追加する事が出

来ます。次に、［フォト］：

［編集］からお気に入りのエ

ディタを選択し、イメージを

編集します。

qイメージを他のファイル形式に
変換する場合、［ツール］：

［イメージファイルを変換］を

選択します。

m 回 転   イメージを左右方向に90または
180度回転させます。

m フ リ ッ プ  イメージを上下反転させる
か（垂直方向にフリップ）、左右反転

させます（水平方向にフリップ）。

m イ メ ー ジ を 調 整  色合いを調整した
り、必要ない部分を削除すること等に

より、イメージを修正又は改善しま

す。

m レ ッ ド ア イ を 除 去  カメラのフラッ

シュによる“レッドアイ”を除去しま

す。

m 写 真 の 中 の 文 字 を 見 や す く す る

　   デジタルカメラやスキャナから取り

       込んだテキストを含んだイメージを

       調整します。

m マ ル チ フ レ ー ム イ メ ー ジ を 分 割
マルチフレームのTIFFファイルやGIF

アニメーションファイルから各フレー

ムを切り分けて、各々をイメージファ

イルとして保存します。

m イ メ ー ジ に テ キ ス ト を 追 加
イメージに挨拶言葉等の文字列を付加

します。

m ス タ ン プ を 追 加  イメージに付加出

来る一般的な見出しを表示します。

イメージ、特にデジタルカメラやスキャナからのイメージについて、ある程度の

調節が必要な場合があります。Photo Explorer にはイメージを簡単に修正する機能

を備えています。

イメージの編集



24

［複数のイメージを調整］の
ダイアログボックス

［イメージを調整］のダイアログボックス

イメージの調整

時として撮影結果が暗すぎたり、撮影当時の光の不具合のため、色が上手く出て

いない場合があります。又、特にカメラをまっすぐにしていない為、撮ったイ

メージが斜めになっている場合があります。これらの不具合を修正する場合、

［フォト］：［イメージを調整］を選択します。

Photo Explorer は、同じイメージの調整過程を

複数のイメージに適用する事が可能です。つま

り、複数のイメージファイルを調整する場合、

同じ調整過程を全てのファイルに自動適用する

事ができます。

［イメージを調整］のダイアログボックスで、

下記タブをクリックする事により、調整を行い

ます：

m オ ー ト ス ト レ ー ト と 回 転

歪んだイメージをまっすぐに

調整します。

m ク ロ ッ プ  イメージの不必要

な部分を切り取ります。

m 明 度 と コ ン ト ラ ス ト

イメージを明るくしたり、暗

くしたりします。

m カ ラ ー バ ラ ン ス  イメージの

色をもっと実際の色に近い状

態に調整するか、あるいはイ

メージ全体の色合を調整しま

す。

m 色 相 と 彩 度  イメージの色合

を他の色相に変換したり、色

の濃淡（強度）を調整しま

す。

m フ ォ ー カ ス  イメージをより

鮮明にしたり、ぼかしたりし

ます。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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注 意 ： イメージを印刷する場合、

［白い背景のみを作成］を選択しま

す。E メールで転送する場合、イメージ

を（ファクス文書に似た）モノクロ形

式に変換するオプションを選択する

と、より小さいファイルサイズになり

ます。

［レッドアイを除去］ のダイアログボックス

結果サンプル

レッドアイの除去

フラッシュを使って人物写真を撮ると、

時々“レッドアイ（赤目）”現象が現れ

ます。この場合、Photo Explorerは素早く

この不具合を解決する事が出来ます。

イメージのレッドアイを除去する場合、

［フォト］：［レッドアイを除去］を選

択します。この場合の対策方法は、赤色

の強度を下げるか、あるいはもっと自然

な色に入れ替えることです。詳細な情報

を閲覧したい場合、［レッドアイを除

去］ のダイアログボックスのヘルプボタ

ンを押します。

　会議室のホワイトボードや書類のデ

ジタルカメラのデータは、時に均一

でない灰色がかった背景になりま

す。この場合、［フォト］：［写真

の中の文字を見やすくする］ を選択

して、コントラストを調節すること

により、背景を白くすることが出来

ます。コントラストを高くすること

により、イメージにあるテキストを

より濃く、かつ鮮明に出来ます。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

テキストを含んでいるイメージの調整
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イメージを納得するまで調節した後、次は印刷します。Photo Explorer は色々な形

式で印刷する事が可能です。

サムネイル印刷のサンプル

1/2仕様の挨拶状

注 意 ： Photo ExplorerでWebにイメージをアップロードしたり、
写真印刷の注文を出す事が可能です。詳細について、ページ3 5 の
“オンラインで写真印刷を注文する”を御参照下さい。

イメージに挨拶文を付加する場合、［フォト］：［イ

メージにテキストを付加］を選択します。Tip

特 殊 レ イ ア ウ ト

一度にサイズが異なった複数のイメージを印刷しま

す。この場合、可能なイメージサイズの組み合わせか

ら選択します。

す。イメージデータを実際のサイズ、又はカスタ

ムサイズや標準設定のサイズ(3.5、 4、 5、 6、

8、  2、名刺サイズ)で印刷するかを選択する事が

可能です。

サ ム ネ イ ル 印 刷

フォルダ中にある全てのイメージをサムネイル形

式で、カタログの様に印刷します。この場合、各

行/列ごとにいくつのサムネイルを印刷するか、サ

ムネイルと一緒に出力する情報などを選択しま

す。

カ ー ド

作成したイメージを1/2または1/4のエリアにレイア

ウトした挨拶状／年賀状を印刷します。

1 2 3 4

5 6 7 8

ステキなプリントをする事が出来ます
Photo Explorerでは、色々なレイアウトや印刷オプションがあるので、様々なイ

メージの印刷を楽しめます。出力の形式を選択する場合、［ファイル］：［印

刷］を選択します。Photo Explorer で利用できる形式は下記の通りです：

フ ォ ト 印 刷

一般のインクジェットプリンターや高画質のフォトプリンターで写真を印刷しま

印  刷
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Photo Explorerの新機能、ビデオのキャプチャやビデオクリップのトリミング機能

により、家族や親友に、ビデオレター付きの楽しいＥメールを送ることが出来ま

す。ビデオデータの変換処理を行い、小さいファイルにまとめた後、Ｅメールで

送信する事が可能です。勿論、ビデオから一枚のイメージや連続スナップショッ

トをキャプチャする事も出来ます。

 ビ デ オ ク リ ッ プ を キ ャ プ チ ャ す る 場 合 ：

1. ビデオカメラをコンピュータに接続し、電源

を入れます。

2. ［ビデオ］：［ビデオをキャプチャ］を選択

します。この時、画面にはライブビデオが映

ります。

3. ［オプション］をクリックした後、ビデオを

どのようにキャプチャするかを指定します。

　mフ レ ー ム レ ー ト  　秒毎のキャプチャする

　　画面数あるいは“フレーム”数を設定しま

　   す。高いフレームレート（30fps）では、

　   より自然な動きを得られます。逆に、より

　   低いフレームレートでは、ギクシャク

　   したものになります。

［ビデオをキャプチャ］の
ダイアログボックス

ビデオの映像寸法が小さい場合、15fpsで

キャプチャを行う事により、十分にスムー

ズな画面が得られます。

Tips

注意：

G DVカムコーダを使用する場合、コンピュータにIEEE-1394キャプチャーカード
(iLink）をインストールする必要があります。アナログビデオカメラの場合もビデ
オキャプチャカードが必要です。キャプチャを始める前に、キャプチャカードのド
ライバが正しくコンピュータにインストールされている事を確認して下さい。

A DirectShowドライバをサポートしているキャプチャカードのみ対応しています。
(VIdeoForWindowsには未対応です)

ビデオのキャプチャとトリム
手持ちのPCカメラやDVカメラをコンピュータに接続して、Photo Explorerでビデオ

クリップをキャプチャし、ハードディスクに転送する事が出来ます。キャプチャ

した後、必要な場合、ビデオクリップをトリムし、クリップの先頭部分と最終部

分を切り取ります。

ビデオデータの利用
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［ビデオをトリム］の
ダイアログボックス

注 意 ： ビデオファイルをより
小さいサイズで保存する場合、

［ビデオ］：［ビデオファイルを
変換］を選択するか、あるいは
［ビデオ］：［ビデオファイルを
変換して送信］を選択します。

m フ レ ー ム サ イ ズ  - 設定可能な任意

のビデオのフレームサイズを選択し

ます。320 x 240 が一般的です。比

較的小さいサイズはWebやＥメール

での転送に適しています。

4. ビデオとオーディオを同時にキャプチャ

する場合、［オーディオをキャプチャ］

を選択します。オーディオの品質を選択

する場合、［オーディオ形式］ボタンを

押します。

5. ［レコード］をクリックして、キャプ

チャを始めます。

6. キャプチャしたビデオを*.AVIビデオファ

イルに保存する場合、［保存］ボタンを

クリックします。

7. ライブビデオを画面に映す場合、［ライ

ブ］をクリックします。

ファイル保存の前後に関わらず、ビデオを

トリムする事が可能です。ビデオファイル

を保存した場合、［ビデオ］：［ビデオ

ファイルをトリム］を選択します。次に、

ビデオウインドウの下にあるスライダをド

ラッグしながら、ビデオのスタートポイン

トを選択して、［マークインを設定］をク

リックします。同じ要領で、ビデオの終了

する位置を選択し、［マークアウトを設

定］ボタンをクリックします。

ビデオから静止画をキャプチャする

ライブビデオからスナップショットをキャプチャして、イメージを別々に保存する場

合、［ビデオ］：［静止イメージをキャプチャ］を選択します。キャプチャする場合、

下記のような選択肢があります：

m 一 つ の イ メ ー ジ を キ ャ プ チ ャ  -この場合、目当ての一つ画面をキャプチャしま

す。

m イ メ ー ジ シ ー ケ ン ス を キ ャ プ チ ャ  -この場合、ある間隔で自動的にスナップ

ショットを一つずつキャプチャします。例として、10秒間隔でイメージをキャプチャ

する事が可能です。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

［オーディオ設定］の
ダイアログボックス
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Photo Explorerを利用して、マルチメディアファイルで楽しいプロジェクトを作成出来ま

す。イメージ、ビデオやオーディオを組み合わせて、オリジナルのスライドショーを作

成したり、お気に入りのイメージで、壁紙やカレンダーを作成し、デスクトップを楽し

く飾る事も可能です。更に専用のスクリーンセーバーも作成出来ます。

m イ メ ー ジ フ ァ イ ル  - PhotoExplorerが対応する全てのイメージファイル形式

m E x i f  形 式 の JP E G  - これらはデジタルカメラからのイメージファイルです。このExif

データは撮影時のカメラ情報を含んでいます。この形式に準拠した一部のＪＰＥＧ

ファイルにはオーディオ情報が含まれている場合があります。

m ビ デ オ フ ァ イ ル  - 一般に受け入れられているビデオファイル形式、例として

A V I、M O V、MPE G 等があります。（特殊なコーデックやMP E G 2 には未対応です）

m オ ー デ ィ オ フ ァ イ ル  - WAV、AU、MP3 ファイルなど。

スライドショーの作成

Photo Explorerの［スライドショーストーリーボード］で、イメージ、ビデオやオー

ディオを集めて、スライドショーの順序を決めます。

スライドショーで再生できるマルチメディアファイルは下記の通りです：

スライドショーやカレンダー作成
などのお楽しみメニュー
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q スライドショーストーリー
ボードを右クリックする

と、ポップアップメニュー

が現れ、より多くのコマン

ドにアクセス出来ます。

q Ulead Cool 360 ソフトウェ
　アがインストール済みの場　
　合、ストーリボードのツール
　バーにある［パノラマをス　
　ティッチ］　をクリックする
　と、複数のイメージを3 6 0 度
　あるいはワイドアングルのパ
　ノラマに変換します。　　　
　Cool360については弊社ホー
　ムページをご覧下さい。

T i p s

注 意 ：

G オーディオファイルの後にイ
メージファイルが並んでいる場
合、Photo Explorerは、まずオー
ディオファイルの再生を始めて
から、続くイメージを再生し始
めます。次のオーディオファイ
ルか、ビデオファイルが現れる
時まで、このオーディオフィル

は引き続き再生されます。

A  *.UES プロジェクトファイルに
はファイルの順序、ファイル名
やファイル位置、及びスライド
ショーのオプション等の情報が
入っています。ただし、このプ
ロジェクトには実際のイメー
ジ、ビデオやオーディオ等の
ファイルは存在していません。

1. ［スライドショーストーリーボー

ド］を開いて、新規のプロジェクト

を開く場合、［ツール］：［スライ

ドショー］ を選択します。

2. サムネイルのイメージ、ビデオ、

オーディオを選択して、ストーリー

ボードにドラッグします。異なった

フォルダからサムネイルをドラッグ

する事ができます。

3. サムネイルの順序を変更する場合、

お気に入りの位置にドラッグするだ

けです。イメージを表示すると同時

に、音楽を再生する場合、そのスラ

イドイメージファイルの前のコマ

に、オーディオファイルを配置しま

す。

4. トランジション効果と他の表示オプ

ションを選択する場合、［スライド

ショーオプション］を選択します。

この場合、スライドショーを自動的

にあるいはマニュアルで行うかを選

択します。

5. 自動的に展開するスライドショーの

場合、イメージを表示する表示時間

を入力します。（この時間の設定値

はイメージのみ有効で、ビデオと

オーディオファイルは実際のクリッ

プの時間長で再生します。）

6. 各イメージに別々な表示持続時間を

設定する場合、各サムネイルを選択

して、スライドプロパティボタンを

クリックします。次に、選択したイ

メージの表示時間を設定してくださ

い。

7.  ［保存］をクリックします。 これ以降

　に設定を変更する場合、スライド　　

　ショーストーリーボードに *.UES プロ

　ジェクトファイルを再度開いて下さい。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド

ス ラ イ ド シ ョ ー を 作 成 す る 手 順 ：
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［パッケージ］のダイアログボックス

プロジェクトをW e b 向けのスライド
ショーに出力する場合、ストーリー
ボードのツールバーにある［エクス
ポート］ボタン　　をクリックしま
す。詳細について3 6 ページにある”
Web向けのスライドショーを作成”を
御参照下さい。

Tip

スライドショーに含まれているマルチメディアファイルは、異なったフォルダから選択

できますが、スライドショーをCD-ROMで配布する場合、先ず全てのファイルを集めて、

同じフォルダにコピーしてから、CDメディアへ記録します。

ス ラ イ ド シ ョ ー フ ァ イ ル を 同 じ

位 置 に コ ピ ー す る 場 合 ：

1. ストーリーボードのツールバーにあ

る［パッケージ］ボタンをクリック

します。

2. スライドショープロジェクトファイ

ル名 (*.UES)を入力します。この場

合、同じファイル名や他の名前を指

定する事が出来ます。

3. スライドショープロジェクトファイ

ルとマルチメディアファイルをコ

ピーするドライブとフォルダを指定

します。

4 .［O K ］をクリックすると、ファイル

　　を指定の位置にコピーします。

スライドショーの表示

全画面でスライドショーを表示します。スライドショーストーリボードでプロジェクト

ファイルを作成し、ストーリボードツールバーにあるボタン をクリックします。

マニュアルでスライドショーを進める場合、マウスやキーボードのショートカットキー

を利用します。あるいは、右クリックして、ポップアップメニューで、関連コマンドに

アクセスする事も出来ます。

マ ウ ス コ ン ト ロ ー ル     キ ー ボ ー ド 　 シ ョ ー ト カ ッ ト

次のスライド      左クリック       Space, PgDn, Right Arrow, Down Arrow
前のスライド                           PgUp, Left Arrow, Up Arrow
最初のスライド          Home

最終のスライド          End
黒いスクリーン          D
白いスクリーン          W

ポーズ                       P

終了                       ESC, X

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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ス ラ イ ド シ ョ ー デ ィ ス ク の 作 成

スライドショーを作成したら、ディスクバーナーを使ってスライドショーディスクを作

成することができます。

ス ラ イ ド シ ョ ー デ ィ ス ク を 作 成 す る に

は :

1. [スライドショーディスクの作成] をクリッ

クしてください。[スライドショーディスク

の作成 – 設定] のダイアログボックスが表
示されます。

2. 以下のオプションは、スライドショーディ

スクを再生するデバイスを決定します。

m 出 力 形 式 -- スライドショーディスク

のディスク形式を選択します。

m T V シ ス テ ム -- スライドショーディ

スクを再生するTVシステムを、NTSCと

PALのいずれかから選択します。

3. 作成するディスクの [ディスクラベル] を

指定します。

4. スライドショー作成に使用したオリジナル

イメージ、ビデオ、オーディオファイルを

スライドショーディスクにコピーする場合

は、[オ リ ジ ナ ル メ デ ィ ア フ ァ イ ル を

デ ィ ス ク に コ ピ ー ] を選択してくださ

い。([V C D用 J o l i e t フ ァ イ ル シ ス テ

ム ]  オプションを選択すると、ディスクへ

の書き込み時に長いパスを維持することが

できます。)

5. CD書き込み過程において作成されるディス

クイメージファイルを保存する [テ ン ポ

ラ リ 作 業 フ ォ ル ダ ] を選択してくださ

い。

6. [次へ] をクリックしてください。[新規ス

ライドショーディスク – 完了] のダイアロ
グボックスが表示されます。

7. CDバーナーと書き込み速度を選択してくだ

さい。

8. 最後に [CDを作成] クリックしてくださ

い。スライドショーディスクの作成が始ま

ります。

スライドショーディスクの作成 – 設定のダイアログボッ
クス

スライドショーディスクの作成 – 完了のダイアログボッ
クス

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユーザーズガイド
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カレンダーのサンプル

壁紙のサンプル

注 意 ： P h o t o  E x p l o r e rで作成した壁紙、カレンダーあるいはスクリーンセーバーを有効にする場合、
 Windowsのデスクトップを右クリックし、［プロパティ］を選択します。次に、表示プロパティのダイアロ
グボックスで［U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r］  を選択します。（もしくはコンピュータを再起動して下さい）。

他 の 楽 し い プ ロ ジ ェ ク ト ：

Photo Explorerで、デスクトップ用の楽しいプロジェクトを作成出来ます。

壁 紙

下記の手順でお気に入りのイメージでデスクトップの壁

紙を作成出来ます。

1. イメージファイルを選択した後、［ツール］：［壁

紙］ を選択します

2. ［イメージを壁紙として使用］を選択します。

3. イメージを画面の［中央］に表示する様に設定する

か、あるいは［並べて表示］を選択します。

カ レ ン ダ ー

大事な日付を忘れない為にカレンダーを作成することが

出来ます、下記の手順に従ってください。

1. イメージファイルを選択します、［ツール］：［カレ

ンダー］ を選択します。

2. ［テンプレート］ セクションで、カレンダーの方向

(縦横) と使用するテンプレートを選択します。

3. カレンダーの［月］と［年］を選択します。テキスト

を付加する場合、プレビューウインドウのテキスト

ボックスをダブルクリックし、文字を入力します。こ

の場合、［フォント］と［カラー］ボタンをクリック

して、フォントタイプと色を選択します。

4. ［壁紙］ボタンをクリックして、カレンダをデスク

トップの壁紙に設定します。

ス ク リ ー ン セ ー バ ー

 イメージを表示するもう一つの方法がスクリーンセーバーです。コンピュータをしばら

く操作しないと、設定によりスクリーンセーバーが自動的に作動します。

Photo Explorerでは、スライドショーをスクリーンセーバーとして利用する事が可能

です。この場合、ストーリーボードのツールバーにある［スクリーンセーバー］　　

ボ タ ン をクリックします。 (詳細はページ 29～31を御参照)

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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Photo Explorerで、作成したイメージやマルチメディアファイルをインターネット

で共有したり、イメージをiMira.ne.jp, にアップロードしてオンラインでフォトプ

リントを注文したり、Ｅメールでファイルを転送したり、W e b ページにイメージ

を集めたり、スライドショーを表示する事が可能です。逆にPhoto Explorer で簡単

にインターネットからイメージ、オーディオとビデオファイルを取り込むことが

可能です。Photo Explorer は目当てのファイルを、選択したWebサイトから迅速に

ダウンロードする事が出来ます。

iMira.ne.jp の登録Webページ

注 意 ： J P E G ファイルをアップロードする場合、E x i f デー
タ（例として、オーディオ）は一緒に転送されません。

Tips
イメージをアップロードする

際、オンラインフォトアルバム

を選択出来るようにする為、

［Mi s c］タブを選択して、その

中の［アップロード先にアルバ

ムを選択する］オプションを選

択します。

 iMira.ne.jpに 会 員 登 録 す る 場 合 :

m Photo Explorerを起動した際に［ U l e a d

i M i r a  への登録］ダイアログボックスが

開いた場合、［新規アカウント登録］

ボタンを押します。

m［インターネット］：［W e b サービスに

登録］を選択します。

m   又は、 ［インターネット］：［Web接続

　 を設定］を選択します。［アカウント］

　  タブで  ユーザー名とパスワードを入力し

　 て、 iMira.ne.jpサイトを選択し、

    ［iMiraに新規アカウントを開く］をク

　   リックします。

イ メ ー ジ を iMira.ne.jpに ア ッ プ

ロードする場合 :

1. ［インターネット：W e b接続を設定］を

クリックします。

2. 各タブをクリックして、iMira.ne.jpに接

続する設定とアップロードに関する設定

を行います。

iMira.ne.jpで イ メ ー ジ を 共 有

無料の会員登録を済ませると、 U l e a dの i M i r a . n e . j p  Webサイトでイメージデータを共

有できます。

インターネットとの連携
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［Ulead Drop Spot］のウインドウ

注 意 ：日本国内では、iMiraサイトより［プリント@フジカラー］サービスをご利用下さ
い。

3. イメージをアップロードする場合、［イン

ターネット：Ulead Drop Spotを開く］を選

択し、イメージファイルをこのウインドウ

にドラッグします。

4. アップロード先のアルバムを指定します。

5. Photo Explorer がアップロードを完成しま

すと、自動的にWebブラウザーを起動し、

直接iMira.ne.jpにアクセスします。

オ ン ラ イ ン で 写 真 の プ リ ン ト を 注 文

イメージの共有だけではなく、iMira Webサイトは

フォトプリントサービスも提供しております。

iMira.ne.jpへアクセスして、アルバムに登録した画像

からプリントを注文することやPhotoExplorerからダイ

レクトにオーダーフォームへ登録することができま

す。

W e b 向 け の サ ム ネ イ ル ペ ー ジ を 作 成

自分のフォトギャラリーを作って、画像をインターネットで公開する場合、最短距離は［イ

ンターネット：We  b  サムネイルを出力］を選択する事です。 この機能で、わずか数分間で

簡単な Web ペ ージが作成できます。これには表示されるサムネイルとページのインデック

スが含まれています。

 Web    とサムネイルを作成する基本手順は次のページを御参照ください。詳細については

Web    レイアウトオプション画面で、［ヘルプ］を参照してください。

U l e a d  P h o t o  E x p l o r e r  ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド
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q［出力オプション］タブで、［W e b
ページを作成］あるいは［Ｅメール
で転送する自己解凍ファイルを作
成］を選択します。

q［サムネイルページ］のタブで、
［フレームを使用］を選択すると、
ソースイメージと一緒にサムネイル
ページを表示します。

q W e b ページのレイアウトオプション
　を保存して、以降のW e bページに適用
　する場合、［保存］をクリックします。
　上記のレイアウトオプションを適用　
　する場合、［ロード］をクリックし　
　ます。

Tips

注 意 ： W e b ページとサムネイルページを作成
しても、ハードディスクに保存されるのみで、
直接インターネットに公開はされません。

又は、［インターネット］：［W e b スライド

ショーを出力］を選択して、選択したイ
メージファイルをW e b スライドショーに出
力する事も可能です。

T i p

注 意 :

G スライドショープロジェクトの作成
に関する詳しい情報について、2 9
ページの“スライドショーの作成”

をご参照下さい。

A W e b スライドショーを作成する場合、
　ビデオファイル及びオーディオファイ
    ルをスライドショープロジェクトに入
   れないで、イメージファイルのみ入れ

  てください。

W e b サムネイルページのサンプル

1. イメージを一つのフォルダに集めます。

2. 上記フォルダを指定し、［インター

ネット：Webサムネイルを出力］を選

択します。

3. Webページの配置を調整します。

［Webページ出力］のダイアログボッ

クスで、各タブをクリックして、レイ

アウトオプションを選択し、必要に応

じてB G Mを指定します。

4. ［プレビュー］をクリックして、Web

ブラウザーに表示される結果を確認しま

す。

5. ［O K］をクリックすると、H T M Lファイル

とサムネイルが完成します。

W e bス ラ イ ド シ ョ ー ペ ー ジ を 作 成

Photo Explorer では印象残るスライドショーを簡単に作成出来ます。Web向けのスライ

ドショーはフェードインとトランジション効果を備えています：

1. ［ツール］：［スライドショー］を選択し

て、スライドショープロジェクトを開きま

す。

2. ツールバーの［エクスポート］をクリックし

ます。
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Webペ ー ジ と サ ム ネ イ ル の 作 成 :
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注 意 ： W e bページレイアウトオプショ
ンの詳細を参照する場合、［Webページ
オプション］のダイアログボックスに

ある［ヘルプ］ボタンを押します。

［アドレス範囲］ オプション

q 全てのリンクをたどる：リンクして
いるサイトからもファイルをダウン

ロードします。

q 同じWe b サイト：選択したWebサイ
トのページのみから、ファイルをダウン

ロードします。

q スタートポイント：スタートのW e b
ページが保存されているディレクトリを
対象に、その中に保存されているファイ
ルをダウンロードします。（例として、
手順1で www.sample.com/main/index.html

からダウンロードを始めると指定した場
合、Photo Explorerはwww.sample.com/
mainディレクトリに入ってるファイルを
ダウンロードします。）

注意：アクティブサーバーページやC G I

スクリプトで作成したW e b ページをこの

機能でスキャンする事は出来ません。

3. 各タブ（サムネイルページタブ以外）をク

リックして、レイアウトオプションを選択

し、B G Mを指定します。

4. ［O K］をクリックしますと、H T M Lファイ

ルとサムネイル(あるいは自己解凍のEXE

ファイル)が完成します。

イ ン タ ー ネ ッ ト か ら イ メ ー ジ を ス キ ャ ン す る

Photo Explorer はインターネットから迅速にファイルをダウンロードします。自動的に

W e bサイト全体を検索して、大量のファイルを読み取ります。もしW e bページにリンク

があった場合、Photo Explorerはリンクに従って検索し、ファイルをダウンロードする

事が出来ます。

ファイルをダウンロードする場合、［インターネット：インターネットからイメージを

スキャン］を選択します。次にPhoto Explorerの指示に従って、下記7つの手順を行いま

す。

1.  スキャンする一番目のWebのURLアドレスを入

力し、更にどのくらいの［レベル］を検索する

かを指定します。

2. ［ファイル形式］を指定します （イメージ、ビ

デオ、又はオーディオ）。

3. ダウンロードする［ファイルサイズ］を指定す

るか、又は［全て］を選択します。

3. ダウンロードする対象を全てのファイルにする

     か、新規ファイルのみか、或いはファイル更新

     かを選択します。

4. ［アドレス範囲］で、どのリンクをたどって検

索し、ファイルをダウンロードするかを指定

します。

6. パスワード制限があるWebサイトの場合、有効

なユーザー名とパスワードを入力します。

7. プロクシサーバーを経由してインターネットに

アクセスする場合、設定については、ネット

ワーク管理者にお問い合せください。
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